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憲法とは何か





〈樋口陽一・吉田善明編『解説 世界憲法集 第４版』（2001年，三省堂）より作成〉





フランス人権宣言（抜粋）





第16条（権利の保障と権力分立）


　権利の保障が確保されず，権力の分立が定められていないすべての社会は，憲法をもたない。





第３条（国民主権）


　すべての主権の淵源（えんげん＝みなもと）は，本質的に国民にある。





第１条（自由・権利の平等）


　人は，自由，かつ，権利において平等なものとして生まれ，生存する。





条文から読みとれることを，分かりやすく簡潔にまとめてみよう。





憲法とは何か





●第１・２時の授業とこれまでの学習をふまえて，「憲法とは何か」を説明しなさい。





憲法とは何か。





同一の人間や団体に立法権と執行権が結合されれば，自由はない。なぜなら，議会が暴政的な法律を定め，それを暴君的に執行する恐れがあるからである。


もし裁判権が立法権に結合されれば，市民の生命と自由を支配する権力は自分勝手だろう。なぜなら，裁判官が立法者なのだから。


もし裁判権が執行権に結合されれば，裁判官は圧制者の力を持ちうるだろう。





『法の精神』（モンテスキュー 1748年）





立法権と執行（行政）権と裁判（司法）権とが独占されることで，どのような政治が行われるのかを，以下の資料から考えなさい。








